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ハードウェアからソフトウェアへ：
自動車メーカーが生き残るために
パートナーシップが必要な理由
自動車産業がハードウェア主導からソフトウェア主導のテクノロジーへとシ
フトする中、従来のビジネスモデルに固執していては競争力を維持すること
はできません。この急速に進化する状況の中で真に成功を収めるためには、
従来とは異なるパートナーシップを採用する必要があります。本レポートで
は、進化し続ける自動車市場で生き残るために、パートナーシップが不可欠
である理由を探ります。
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概要
世界の自動車産業は現在、大きな変革期を迎
えています。様々な技術の進歩と融合によ
り、自動車業界の焦点は従来の自動車製造か
らデジタルおよびコネクテッド・モビリテ
ィ・サービスへとシフトしています。近年、
自動車産業はconnected（コネクテッド）、
autonomous（自動運転）、shared（シェ
アリング）、electric mobility（電動モビリ
ティ）、digitized（デジタル化）の頭文字を
とった「C.A.S.E.D.」といわれる領域に注力
しており、IoTが成功への鍵を握っています。

今日、自動車メーカーは、製品やサービスを
強化するために、コネクティビティなど、自
社の専門分野以外の技術を取り入れなければ
ならなくなってきました。これを効果的かつ
大規模に行うには、従来とは異なるパートナ
ーシップを結ぶか、自らテクノロジー企業に

変貌するしかありません。どちらの道を選ぶ
にせよ、ソフトウェア主導のビジネスモデル
は避けられず、この変革を成し遂げる上で重
要な役割を果たしているのがコネクティビテ
ィです。

自動車、インフラ、人々をつなげるIoTは、
自動車メーカーが製品とサービスを向上させ
る新たな機会をもたらし始めています。本レ
ポートでは、自動車メーカーが競争力を維持
するために従来とは異なるパートナーシップ
を採用しなければならない理由や、後れを取
ることのリスクについて説明します。
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自動車産業の進化
自動車産業の歴史は、最初の内燃機関自動車
が発明された19世紀後半にまでさかのぼり
ます。以来、自動車産業は大量生産、オート
メーション化、高度な安全機能の導入など、
数々の変遷を遂げながら発展してきました。

今日、この業界は、持続可能なソリュー
ションに対する需要の高まり、電気自動車
（EV）の台頭、高度なコネクティビティと
自動化の必要性など、新たな課題と機会に直
面しています。パートナーシップとコネクテ
ィビティは、この急速に変化する状況で成功
するための重要な要素です。

自動車業界の現状は、ハードウェアからソフ
トウェア主導へと進化した携帯電話業界にな
ぞらえることができます。自動車メーカーは
ソフトウェアの中心である携帯電話と同様の
方法で自動車を製造する必要があるのです。

自動車産業におけるハードウェアからソフト
ウェアへの移行は、触媒として機能する外部
のコネクティビティに大きく依存します。
新しい高度な機能を引き出すためには、イン
ターネットへの常時かつ中断のないアクセス
や、周辺環境にある他の車両や物との通信が
不可欠だからです。

ハードウェアからソフトウェアへ
携帯電話の黎明期には、ハードウェアが第一
の焦点であり、メーカー各社は、より優れた
カメラ、より大きな画面、バッテリー寿命の
向上など、ハードウェアの機能を競っていま
した。しかし、スマートフォンの登場ととも
に、焦点はソフトウェアに移り、直感的なユ
ーザー・インターフェイス、パーソナライズ
されたユーザー体験、サードパーティ製アプ
リケーションのシームレスな統合といったソ
フトウェア機能が不可欠となりました。サー
ドパーティ製アプリケーションは、スマー
トフォンに高度な機能や特徴を提供し、真
に「スマート（高性能）」な機器にするため
になくてはならない要素なのです。

同様に、自動車業界においても、従来は燃費
や馬力、安全性など、自動車の機械的・ハー
ドウェア的機能に焦点が当てられていまし
た。しかし、ここ数十年の急速な技術進歩に
伴い、自動車メーカーはソフトウェアのハブ
となる自動車の開発に着手せざるを得なくな
り、ソフトウェアのアップデートも不可欠と
なりました。スマートフォンとの統合、高度
なインフォテインメント・システム、運転支
援機能などを提供する自動車は、ソフトウェ

アに依存しています。そのため、自動車メー
カーは、より優れた高度なソフトウェアを開
発し、自動車に統合することに、さらに注力
する必要があります。自動車のソフトウェア
を維持することは、ハードウェアを維持する
ことよりも複雑な作業です。進歩する技術に
対応し、よりパーソナライズされた運転体験
を提供するためには、頻繁なアップデートと
修正が必要だからです。

どちらの場合も、ハードウェアからソフトウ
ェアへの進化は、より良いユーザー体験を提
供するために推進されました。ハードウェア
はなくてはならないものですが、ユーザー
が高度な機能にアクセスできるようにするに
は、ソフトウェアとコネクティビティが不可
欠です。現代の自動車も同様で、シームレス
でパーソナライズされた運転体験を提供する
ためには、ソフトウェアが最重要なのです。

携帯電話のハードウェアからソフトウェアへ
の進化は、自動車業界で現在起こっている変
革に例えることができます。この焦点の転換
は、ソフトウェアが現代のテクノロジーにお
いて最重要であり、ユーザー体験の向上のた
めにも不可欠であることを物語っています。
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ソフトウェア・ハブとしての自動車：
自動車産業の新たなフロンティア
1886年に最初の自動車が発売されて以
来、自動車産業は長い道のりを歩んできま
した。当初は、より速く、より安全で、よ
り信頼性が高く、より効率的な自動車を作
るために、機械設計を改善することに重点
が置かれていました。20世紀に入ると、自
動車メーカーはコスト削減と生産台数の増
加を目指し、大量生産に焦点を当てるよう
になりました。

しかし近年は、デジタル化されたコネクテ
ッド・モビリティ・サービスに焦点が移っ
ています。このシフトは、IoT、人工知能
（AI）、ビッグデータ、クラウドコンピュ
ーティングの進化など、いくつかの技術的
進歩によって推進されてきました。この傾
向は、様々なコンサルタント会社によって
広く指摘されています。

デロイトは「自動車業界の展望」と題した
レポートの中で、次のように記していま
す。「自動車のコネクテッド化と電動化が
進む中、自動車メーカーは競争力を維持す
るために、ソフトウェアの専門知識の開発
とテクノロジー企業とのパートナーシップ
構築に注力しなければならない」。

同様にアクセンチュアは「自動車における
デジタル・ディスラプション」というレポ

ートで、「自動車メーカーが競争力を維持
するためには、既存の価値基準を打ち砕く
ようなテクノロジー業界の考え方を受け入
れ、パートナーシップとエコシステムを構
築し、データ中心のビジネスモデルに投資
する必要がある」と述べています。

また、マッキンゼー・アンド・カンパニー
は「自動車と組立のエクストラネット」と
いうレポートの中で、「自動車メーカーは
急速に進化するモビリティ市場で競争力を
維持するために、コネクティビティや自動
運転などのデジタル技術を受け入れ、新し
いビジネスモデルに投資する必要がある」
と報告しています。

このレポートでは、自動車メーカーが業界
で競争力を維持するためにはデジタル技術
を取り入れ、パートナーシップを構築する
ことが重要だと強調されています。

後の章では、自動車メーカーがIoTなどのデ
ジタル技術をどのように活用しているかを
検証します。その前に、これらのテクノロ
ジーから新しいサービスを生み出すための
パートナーシップの役割を探り、すでにそ
れを実現している自動車メーカーの例を紹
介します。
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C.A.S.E.D.モデルにおける
コネクティビティの役割
自動車業界では、コネクティビティはC.A.S.E.
D.（Connected、Autonomous、Shared、
Electric、Digitized）モデルにおいて重要な
役割を果たしており、自動車メーカーにとっ
て重要な成功要因となっています。これによ
り、モデルの各領域にわたって、多くの進歩
と改善が可能になります。

コネクテッド：コネクティビティはこの領
域の成功の鍵です。車両が他のデバイスや
ネットワーク、インフラと通信してリアル
タイムのデータや情報を提供できるように
なり、安全性と利便性が向上します。

自動運転：車両はコネクティビティがなく
ても動作しますが、コネクティビティによ
って大きな恩恵を受けます。コネクティビ
ティを装備した車両は、追加データを受信
し、よりスマートな意思決定を行うことが
でき、性能、安全性、効率の向上につなが
ります。

シェアリング：コネクティビティは自動車
のシェアリング・ソリューションにとって
不可欠です。利用可能な車両の追跡、予約
管理、支払いシステム、車両の状態の遠隔
監視が可能になり、効率的な運用が保証さ
れます。

電気自動車（EV）：電気自動車の普及に伴
い、充電とエネルギー管理にはコネクティ
ビティが不可欠となっています。スマート
グリッド接続と充電ステーションをサポー
トするアプリは、リアルタイムの情報を提
供し、効率的な充電を可能にします。

デジタル化：コネクティビティはデジタル
化の基礎となるものです。デバイスを接続
し、システム間のシームレスなデータフロ
ーを可能にすることで、より効率的でイン
テリジェントなオペレーションを実現しま
す。遠隔診断からソフトウェアのアップデ
ートまで、多くの作業をサポートします。

従来とは異なるビジネス、
異なるパートナーシップ
自動車業界における非伝統的パートナーシ
ップとは、共通の目標を達成するためにリ
スクやリソースを共有する2つ以上の組織間
の協力関係を指します。企業が社内ですべ
てを処理する従来のパートナーシップとは
異なり、非伝統的パートナーシップは特定
のタスクを完了するために外部の専門知識
を活用します。自動車業界では、自動車メ
ーカーとテクノロジー企業、自動車サプラ
イヤーとスタートアップの間のパートナー
シップがこれにあたります。

パートナーシップは、自動車産業の変革に
とって、ますます重要になってきていま
す。特にソフトウェア開発の分野において
は、それが顕著です。車両の中枢部以外で
もサードパーティ製アプリケーションなど
の高度なソフトウェア機能が必要とされる
中、自動車メーカーが求めるソフトウェア
をすべて内製することは難しくなっていま
す。後れを取らないためには、パートナー
シップの構築が欠かせません。例えばOEM
企業が駐車場アプリなどのローカル・アプ
リケーションを合理的な期間内に作成する
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パートナーシップで対応力を強化
C.A.S.E.D.への移行
近年、自動車業界は、コネクテッド・ビー
クル、自動運転車、シェアリング・モビリ
ティ、EV、デジタル化の分野に積極的に取
り組んでいます。これらの目標を達成する
ためには、コネクティビティや、IoTのよう
な従来の専門分野以外のテクノロジーを活
用し、製品やサービスを向上させる必要が
あります。そして、それを大規模に行うた
めの最も効果的な方法は、テクノロジー企
業とパートナーシップを結ぶことです。

専門化：
「ソフトウェア主導型」への変革を実現す
るには、専門的なスキルとサービスが必要
です。ソフトウェアは、ほぼすべての大手
OEM企業にとって、重要な注力分野です。
パートナーシップは専門的なスキルやサポ
ートを提供し、変革への歩みを加速させま
す。

スピードと規模：
現在の変革のスピードと規模に対応するに
は、外部のサポートが不可欠です。OEM企
業だけでは変革の規模に対応できません。
パートナーシップは、大きく迅速に前進す
るために必要な規模を提供します。

投資：
自動運転や電動化のような変化をもたらす
技術には、多額の投資が必要です。こうし
た投資の負担は、パートナーシップを通じ
て分担することができます。

イノベーションの必要性：
自動車業界は競争が激しく、イノベーショ
ンこそが競争に打ち勝つ鍵になっていま
す。テクノロジー企業とパートナーシップ
を築くことで、自動車メーカーはコネクテ
ィビティなどのテクノロジーを活用し、変
化する消費者ニーズに対応する新製品やサ
ービスを単独で開発するよりもはるかに速
く開発できます。

顧客の期待：
消費者は、コネクテッドでインテリジェン
トな自動車を求めるようになっています。
テクノロジー企業と提携することで、自動
車メーカーはコネクティビティなどのテク
ノロジーを活用し、こうした期待に応える
ことができます。コネクテッド・カーは、
よりパーソナライズされた利便性の高い運
転体験を提供し、消費者にとってその重要
性はますます高まっています。

のは困難でしょう。自動車メーカーは、ソ
フトウェア企業と提携することで、彼らの
専門知識とリソースを活用し、より優れた
ソフトウェア機能、より迅速なアップデー
ト、よりパーソナライズされたユーザー体
験を顧客に提供できるのです。

これらの企業が協力し、リソースと専門知
識を結集することにより、関係者全員に利
益をもたらす革新的なソリューションを生
み出すことができます。自動車産業が複雑

化し、より幅広い専門スキルや知識が求め
られるようになるにつれ、非伝統的パート
ナーシップがますます重要になっています。

自動車業界においてパートナーシップは新
しい概念ではありませんが、今後数年間で
市場の需要に応えるためには、その頻度、
性質、数を大幅に増やす必要があります。
ここでは、このような非伝統的パートナー
シップへの移行の背景にある、いくつかの
要因を紹介します。
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競争上の優位性：
テクノロジー企業とパートナーシップを構
築し、コネクティビティを採用すること
で、自動車メーカーは大きな競争上の優位
性を得ることができます。IoTなどのテク
ノロジーを活用することにより、自動車メ
ーカーは競合他社が提供できない新しい製
品やサービスを開発できるからです。これ
は、市場シェアの拡大と収益の増加に貢献
します。

モビリティ・サービスの台頭：
ライドシェアやカーシェアリングは、人々
の自動車利用のあり方を変えつつありま
す。これらのサービスには、車両とインフ
ラ間の高度なコネクティビティとデータ交
換が必要です。自動車メーカーは、テクノ
ロジー企業とのパートナーシップを構築
し、こうした新しい交通手段をサポートす
るために必要なコネクティビティとサービ
スを提供することが求められます。

先行者利益：
電動化と自動運転は、競争の場を平準化
し、新たなリーダーを出現させる機会を提
供します。ニッチ・プレーヤーは差別化を
図ることができます。適切なニッチ・プレ
ーヤーとのパートナーシップは、市場シェ
アを拡大する上で極めて重要です。

持続可能性：
持続可能性は自動車業界にとって重要な課
題であり、自動車メーカーは環境への影響
を低減しなければなりません。持続可能な
技術や慣行を採用すれば、より持続可能な
製品やサービスを開発し、より持続可能な
交通手段を推進し、二酸化炭素排出量を削
減することができます。持続可能性の目標
を取り入れることで、自動車メーカーは変
化する消費者のニーズに応え、競争力を維
持し、よりクリーンな未来に貢献できま
す。これらの目標を効率的に達成するため
には、パートナーシップが不可欠です。

要約すると、自動車産業の変革にとって、
パートナーシップは欠かせないということ
です。パートナーシップは、顧客が期待し
求める規模で自動車を製造するために必要
な外部サポートや専門的スキル、サービス
など、様々なメリットを提供してくれます。
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ギアを変える：パートナーシップはいかに
自動車産業を変革し始めているか
前述したように、自動車業界における研究
開発の成功には、他社とのパートナーシッ
プが不可欠です。提携によって、企業は他
社の専門知識を活用して新たな革新的技術
を開発することができるからです。

自動車メーカーが従来の専門分野以外の企
業と提携し、コネクティビティやIoTのよう
な技術を活用して製品やサービスを向上さ
せている例はすでに数多く存在します。そ
の数は今後飛躍的に増加すると予測されま
す。

メルセデスが最近ジンデルフィンゲンに設
立したエレクトリック・ソフトウェア・ハ
ブは、自動車OEM投資の一例です。この施

設は、メルセデス・ベンツとその親会社で
あるダイムラーAGが共同して運営してお
り、EV向けの最先端ソフトウェア・ソリュ
ーションの開発に重点を置いています。こ
のハブには約250人の専門家が常駐し、EV
市場向けの先進的なソフトウェア・アプリ
ケーションを共同開発しています。

これにより両社は、エンジニアや専門家な
どグループ全体のリソースや専門知識を共
有できるようになりました。この提携によ
り、メルセデスは自社で開発するよりも高
度で効率的なソフトウェア・ソリューショ
ンを開発できます。
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フォードとグーグルは2021年からパート
ナーシップを結んでいます。2023年か
ら、フォードは数百万台の車のインフォテ
インメント・システムにグーグルのアンド
ロイドを採用しています。アンドロイドへ
の統合により、ドライバーと同乗者はグー
グル・アシスタントを使用して気候設定を
調整したり、無線アップデートを有効にし
たり、メンテナンスの問題に対処したりで
きるようになります。

BMWとアマゾン・ウェブ・サービスは
2015年に提携を開始しました。両社は現
在、コネクテッド・カーからのデータ活用
を目的として、クラウド技術を共同開発し
ています。両社はまた、車両データを安全
に管理するための市販のクラウド・ソリュ
ーションの開発でも協力しています。

2021年、フォルクスワーゲン（VW）は、
自社車両用のクラウドベースのプラットフ
ォームを開発するためにマイクロソフトと
提携することを発表しました。このプラッ
トフォームにより、VWは車両からデータを
収集・分析し、性能や運転体験の向上、新
サービスの開発ができるようになります。

自動車メーカーとテクノロジー企業のこう
した非伝統的なパートナーシップは、コ
ラボレーションの重要性が高まっているこ
と、そして製品やサービスを改善するため
に新しい技術を活用することのメリットを
示しています。

OEM企業が社内の専門知識に頼って製品
を開発していた頃とは異なり、非伝統的な
パートナーシップでは、特定のプロジェク
トや製品で協力するために外部のパートナ
ーを必要とします。自動車産業が急速に
進化し、特にソフトウェア主導型になる
中、OEM企業は自社だけでは開発のペース
についていけないことを認識しています。
そのため、革新的なソリューションを開発
するために必要な専門知識をパートナーか
ら導入するため、非伝統的なパートナーシ
ップを採用するケースが増えているので
す。このようなパートナーシップは、技術
が急速に進化し、自動車がかつてないほど
複雑化・接続化する中で、OEM企業が競争
力を維持するために極めて重要な要素にな
っています。

プラットフォーム・パートナーシップ：
コラボレーションとイノベーションの促進
非伝統的なパートナーシップのメリットを
十分に享受するためには、OEM企業もま
た、既存のテクノロジー企業から小規模な
スタートアップまで、幅広いパートナーを
引きつけるプラットフォームを構築する必
要があります。そのためには、ソフトウェ
ア開発のための技術プラットフォームだけ
でなく、様々なパートナー間のコミュニケ
ーションや調整を促進するためのコラボレ
ーション・プラットフォームも必要となり
ます。

こうしたプラットフォームを構築すること
で、OEM企業は、他の車両開発と並行して
実行できるアプリの開発を促進することが
できます。

例えば、特定地域の駐車場や公共交通機関
の情報を提供するローカルアプリなどで
す。このようなアプリは、車両のソフトウ
ェア機能への大きな追加には見えないかも
しれませんが、ユーザー体験を大幅に向上
させ、自動車メーカーとそのパートナーの
双方に貴重なデータを提供します。
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IoTと自動車産業の未来
IoTは自動車産業で成功するための重要な鍵
であり続けるでしょう。新しい製品やサー
ビスの開発に不可欠なパートナー間でのデ
ータや洞察の共有を可能にするからです。

コネクテッド・カーは、毎時間膨大な量の
データを生成します。収集・分析されたデ
ータは計り知れない可能性を秘め、新製品
やサービスの開発、車両設計の最適化、全
体的な顧客体験の向上などにつながりま
す。これを処理する唯一の方法はエッジコ
ンピューティングを利用することです。こ
れは、自動車メーカーが従来とは異なる方
法で取り組み、非伝統的なパートナーシッ
プを採用すべき理由を明確に示しています。

自動車産業が電気自動車や自動運転車へと
シフトし続ける中、IoT技術はさらに重要に

なるでしょう。これらの自動車は適切に機
能するためにデータとコネクティビティに
大きく依存しており、顧客が求める高度な
機能やサービスを開発するには、IoT技術を
活用したパートナーシップが不可欠だから
です。

非伝統的なパートナーシップが業界でます
ます重要な役割を果たすようになる中、自
動車メーカーとそのパートナーが競争力を
維持し、顧客のニーズに応えていくため
に、IoTは欠かせないものになっています。

次章では、IoTが自動車メーカーに対して、
車両性能、ドライバーの行動、道路状況に
関するリアルタイムのデータをどのように
提供し、製品やサービスの開発・改善にど
のように活かされているかを見ていきます。

交通の流れの最適化と運転体験の向上
IoTは、自動車業界における新たなエコ
システムを実現しつつあり、自動車とド
ライバーはもはや孤立した存在ではなく
なりつつあります。自動車は現在、他の
デバイスやシステムと通信することがで

き、ドライバーに多くの利点を提供する
コネクテッド・エコシステムを構築できま
す。V2X（Vehicle-to-everything）通信
は、このエコシステムの一例です。

さらに、このようなパートナーシップ・プ
ラットフォームは、これまで自動車メーカ
ーとの提携を考えていなかった開発者や自
治体、その他の団体を引きつけます。その
結果、自動車業界の変革を後押しするよう
な、新たな革新的ソリューションにつなが
る可能性があります。

大手テクノロジー企業と自動車メーカーと
の大規模なパートナーシップが注目される
一方で、こうしたパートナーシップ・プラ
ットフォームは、より機敏に動ける小規模
企業とのパートナーシップを構築するのに

役立ちます。このプラットフォームを採用
することで、OEM企業はイノベーションへ
の取り組みを加速させ、競争力を高めるこ
とができます。

自動車メーカーが他業界の専門知識を活用
してイノベーションを推進し、全体的な運
転体験の向上を目指していることから、今
後こうしたパートナーシップは拡大すると
予想されます。多くの課題に直面している
現状で、自動車メーカーは、戦略的にどの
ように対応し、どの技術に優先的に注力す
べきかを迅速に決定する必要があります。
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リアルタイム更新
自動車業界にとってIoTがもたらす最も大き
なメリットの一つは、リアルタイムの交通
情報を提供できることです。自動車にIoT対
応センサーや通信技術を搭載することで、
他の車両や交通インフラ、スマート・シテ
ィ・システムと相互作用し、より効率的で
安全な運転環境を構築できます。

例えば、IoT対応センサーは交通の流れを監
視し、ボトルネックや渋滞をリアルタイム
で検知することができます。この情報は、
ドライバーに遅延の可能性を知らせ、代替
ルートを提供します。さらに、信号機など
のインフラと通信することで、自動車を最

適なルートに誘導し、混雑を緩和して所要
時間を短縮することができます。

IoT技術はまた、事故や通行止め、悪天候
などの潜在的な危険についてドライバーに
警告し、交通の安全性を高めることもでき
ます。これらのアラートはリアルタイムで
送信されるため、ドライバーは情報に基づ
いて判断し、危険な状況を回避することが
可能になります。さらに、V2VおよびV2I
通信システムは、近くにいる自動車、歩行
者、自転車についてドライバーに警告する
ことで、事故のリスクを軽減できます。

コネクテッド・カー
IoTは、インフォテインメント・システムや
高度な運転支援、コネクテッド・カー・サ
ービスなどの機能を含むコネクテッド・カ
ー・サービスの開発も可能にします。これ
らの機能は、リアルタイムの交通情報や天
候情報の更新、ナビゲーション支援、パー
ソナライズされたエンターテインメント・
オプション、車両追跡、遠隔監視、診断な
どの提供に利用できます。

V2X通信には、車両対車両（V2V）、
車両対インフラ（V2I）、車両対歩行者
（V2P）、車両対ネットワーク（V2N）の
通信が含まれます。V2X通信は、車両が他
の車両、インフラ、歩行者、ネットワーク
システムとリアルタイムで情報を交換する
ことを可能にし、より効率的で安全な交通
を実現します。

V2X通信により、車両は交通パターン、
道路状況、潜在的な危険性などのデータを
リアルタイムで共有できるため、ドライバ
ーはより多くの情報に基づいた判断を下せ

るようになります。例えば、急ブレーキ
をかけた場合、システムが後続車に減速
するよう警告し、衝突のリスクを減らしま
す。V2X技術はまた、スマートな交通管理
システムも可能にし、交通渋滞の緩和と交
通の流れの改善に寄与します。

さらに、利用可能な駐車スペースや近くの
サービス工場の位置などのリアルタイム情
報をドライバーに提供することで、全体的
な運転体験を向上させることができます。
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メンテナンス
自動車業界にとってのIoTのもう一つの大
きなメリットは、予防点検を提供できるこ
とです。センサーとデータ分析を利用する
ことで、自動車メーカーはメンテナンスや
修理が必要になる時期を予測することがで
きます。これにより、ダウンタイムを削減
し、車両全体のパフォーマンスを向上させ
ることが可能になります。

予防点検に加え、特にEVに関連するIoT
とソフトウェア・アップデートの利点とし
て、OTA（Over the air＝無線）によるソ
フトウェアの更新機能が挙げられます。EV
は従来の機械的な修理という点ではメンテ
ナンスの必要性は少なくなりますが、最新
の車両ではソフトウェア・コードの量が増

えているため、OTAアップデートは車両の
パフォーマンスとセキュリティを維持する
上でますます重要になっています。

業界が進化を続け、自動車メーカーがテク
ノロジーの専門家との非伝統的なパートナ
ーシップを採用するにつれ、さらなる変革
が起こることが予想されます。ドライバー
にとっては、運転の安全性、効率性、利便
性を向上させる革新的なIoT対応機能やサー
ビスが増えることになるでしょう。
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結論 - 型を破る：自動車メーカーが成功の
ためにテクノロジー企業と提携すべき理由
前述のパートナーシップは、最近確立され
たコラボレーションのほんの一例に過ぎま
せん。しかし、これを垣間見る限り、モビ
リティ体験の未来を形作る上でも、業界の
変革を加速させる上でも、パートナーシッ
プが重要な役割を果たしていることは明ら
かです。

業界間の境界はますます曖昧になりつつあ
り、ソフトウェア、公益事業、家電、通
信、エンターテインメント業界の企業が一
体となってダイナミックなエコシステムを
構築し、自動車産業の変革をかつてないほ
どの速さで推進しています。

自動車メーカーが競争力を維持するために
は、テクノロジー企業になるか、非伝統的
なパートナーシップを結ぶ必要がありま
す。重要なのは、IoTが成功の鍵を握り、こ
うしたパートナーシップから生み出される
ものにおいて主要な役割を果たしていると
いうことです。

私たちは、IoTがどのように自動車、イン

フラ、人々をつなげているかを見てきまし
た。そして、自動車メーカーが製品やサー
ビスを向上させる新たな機会をどのように
切り開いているかを理解しています。

今後、自動車メーカーはIoTなどの技術を活
用することで、消費者のニーズの変化に対
応した新しい製品やサービスを開発し、競
争上の優位性を獲得できるようになります。

IoT技術の導入にはこうした潜在的なメリ
ットがありますが、自動車メーカーは複数
のパートナーとの協業を必要とする多くの
課題にも直面します。IoTの既存システム
への統合、コラボレーション用に設計され
た IT プラットフォームの利用、データのセ
キュリティとプライバシーの維持、規制や
法的障壁の回避などです。これらの課題を
克服するためには、自動車メーカーは堅牢
なIoTとコラボレーションのインフラに投資
し、Telenor IoTのような信頼できるテクノ
ロジー・プロバイダーとパートナーシップ
を結ぶ必要があります。

IoTソリューションとサービスのリーディ
ング・プロバイダーとして、私たちは自
動車メーカーがIoTを導入し、技術主導型
の戦略を推し進めるための支援を行って
います。IoT、グローバル展開、コネクテ
ィビティ・ソリューション、プラットフ
ォーム、データ分析における専門知識を
提供することで、自動車メーカーがIoTソ
リューションを迅速かつ効率的に開発・
展開し、急速に進化する自動車業界で競
争上の優位性を獲得するサポートをしま
す。

Telenor IoTは、各自動車メーカー固有のニ
ーズに対応し、具体的なビジネス上のメ
リットをもたらすカスタマイズ可能なソ
リューションを幅広く提供しています。
私たちはOEM企業と協力し、予防点検、
車両管理、遠隔診断など、IoTが付加価値
を生み出す主要分野を特定します。当社
のマネージド・コネクティビティ・ソリ
ューションは、データのリアルタイム監
視と分析を可能にし、OEM企業がデータ
に基づいた意思決定を行い、オペレーシ
ョンを最適化できるように支援します。

Telenor IoT
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